
●児童会・生徒会活動 ●ピア・サポートに関する取組 ●ポスターセッション等の手法による探究活動

３．小中一貫教育の取組概要

[京都市] 東山泉小中学校

● 教育目標：「意欲をもって学び，自らの将来を拓く児童・生徒の育成」

“学に親しみ，志を高め，一人一人の未来を拓く小中一貫教育の推進”

● 所在地 ：（西学舎）京都市東山区大和大路通り七条下る5丁目下池田町527

（東学舎）京都市東山区泉涌寺山内町5             

● 児童生徒数（H29.5.1時点）

教育課程特例・区切り・区切りを意識させる学校行事等

形態・施設

教職員体制

市町村教育委員会等による支援

教科担任制・教員の相互乗り入れ

児童生徒の異学年交流

小学校 中学校 小・中
計

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 ７ ８ ９ 計

児童生徒数 93 83 74 93 72 75 6 496 65 83 82 4 234 730

学級数 3 3 2 3 3 3 2 19 2 3 3 2 10 29

●義務教育９年間を「児童生徒の将来に向けてのキャリア発達及び人間形成に向けた
通過期間」と捉え，キャリア教育の視点からの基礎的汎用的能力の育成を教育課程
に組み入れた９年間を貫くシラバスを作成し，社会を生き抜く力の育成を図る。

●西学舎に第１学年～第５学年（１ｓｔステージ），東学舎に第６学年～第９学年（２ｎｄステージ）

●西学舎にも第６学年が使用できる教室を配置（学舎移動での交流取組のため）

●第６学年が日常的に使用する東学舎（中学校校舎）は，階段の段差や手洗い場の確保等に配慮

●両学舎ともにあるグラウンド，体育館等の設備を双方の部活動等で有効活用

●校長：１名配置 ●教職員：全教職員に兼務発令 ●小中一貫教育コーディネーター：指名なし

●教育課程の特例：小学校第１学年からの外国語（英語）活動 ●区切り：５－４

●学校行事等：ステージごとの学習発表会，文化祭の実施，児童会・生徒会活動の実施

●教科担任制：一部教科担任制（第５学年から理科，音楽科，家庭科）

●乗り入れ：中学校教員が小学校の理科，音楽科，図画工作科，体育科，家庭科，外国語活動に乗り入れ

●「京都市小中一貫教育ガイドライン」に基づき，京都市独自で全中学校ブロックにおいて「小中一貫教育
推進事業」を実施。

●小中一貫教育カリキュラムの編成・実施について研究事業を実施。研究指定校の成果について，全市への
普及を図る。

●小学校卒業後複数の中学校に進学する，通学区域が複雑な中学校区を中心に，研究事業を実施。課
題を明らかにし改善することで，一層の小中一貫教育の充実を図る。

● 「小中一貫教育全国サミット」を平成１９年度，２４年度，２９年度に実施。全国的な取組について，積極
的に本市学校に発信する。

２．導入経緯

特別支援
学級

特別支援
学級

● 京都市概要：〔人口〕1,473,110人 〔学校数〕小学校164校，中学校73校

ねらい

１．学校・市町村概要

・平成１５年度 構造改革特別区域研究開発学校（小中一貫教育特区）認定（文部科学省）
・平成１６年度 市内全小中学校に「小中連携主任」を設置し，小学校・中学校間の連携を強化
・平成１８年度 東山泉小学校統合前の３小学校ＰＴＡで統合を視野に入れた検討開始
・平成２１年度 小中一貫校の新設を目指した学校統合の早期実現を求める３小学校ＰＴＡ総会決議

小中学校統合協議会が発足し，小中一貫校開設に向け始動
・平成２３年度 市内全中学校ブロックで小中一貫教育を推進
・平成２４年度 京都市教育委員会内に東山泉小中学校教育企画推進室を設置
・平成２６年度 京都市立東山泉小学校，東山泉中学校開校

京都市立東山泉小学校

京都市立東山泉中学校

●施設分離型



４．取組の工夫：教科等の系統性・連続性を踏まえた学習指導
【系統図や指導計画の作成・活用】

５．これまでの成果と課題，今後の取組

手引 第4章 P38～P39

小中一貫教育の中核となるのは，義務教育９年間を見通し，系統性・連続性を確保し
た教育課程を編成・実施することです。９年間を見通した学校教育の目標をなるべく具体
的に設定した上で，目標達成のための手段として，各教科等の系統性を重視した教育課
程を編成し，各学年の年間指導計画として実施する必要があります。
東山泉小中学校では，「学びのみちしるべ」として全学年の全ての単元ごとに目標や

ねらい，学習内容，既習事項との関係，言語活動の位置付け，家庭学習の課題等を整
理した「シラバス（学習計画）」を毎年度編集しています。児童生徒や保護者と共有した上
で，見通しを持った継続的な指導や学習支援に役立てています。

・目標 ・単元，学習内容，時数等

・評価について ・５０分授業における工夫（第６学年のみ）

・深く学ぶために ・ご家庭の方へ

● 単元，学習内容，時数等

● 深く学ぶために

「学びのみちしるべ」は，第１学年から第９学年

まで作成され，以下の６項目で構成されます。

当該学年における１年間の単元の学習内容と指導

時数を示した「年間学習計画表」になっています。

２ｎｄステージ（第６学年～第９学年）の表には，

年間の定期考査の範囲が示され，児童生徒が見通し

を持って学習に取り組めるようにしています。

● ５０分授業における工夫
第６学年の４５分の授業を中学校にそろえて５０

分授業とすることにより，第６学年の全教科のペー

ジに「５０分授業の工夫」欄を設け，プラスされた

５分間の運用について示しています。

授業で大切にしたいこと，学習の方法，家庭学習

の方法などを示しています。ここに教科で考える論

理的思考力が反映されます。この「深く学ぶため

に」に関わり，本校では新学習指導要領を見据え，

東山泉版「アクティブ・ラーニング型授業」を目指

した授業改善を図り，各教科等における育てたい力

を明らかにし，小中で共通理解して指導しています。

※下線部の項目について，以下に解説

＜第６学年社会科のシラバス＞

本校では，各学年で作成した「学びのみちしるべ」を

当該学年で利用するだけでなく，学年を超えて活用す

ることができました。例えば，指導案には，中学校第７

学年理科（右の資料）のように，これまでの学年の指導

内容との関わりを確認した上で，単元を構想していま

す。当該学年の指導内容を校種を超えて系統的に押さ

えることができました。

本校では，「学びのみちしるべ」を小中一貫教育の

軸となる取組として，今後も修正・改善を図り，活用して

いきます。

（資料） 中学校 第７学年 理科学習指導案

「物質のすがた 気体の発生方法と性質」

７．教材観

物質の性質に関する内容として，小学校では４年生で「空

気と水の性質」，６年生で「水溶液の性質」など，気体や水

溶液の性質に関して溶け方や，酸性，中性，アルカリ性と

いった性質があること，また，中学校では前時までの間に

「身の回りの物質とその性質」として物質には固有の特徴が

あり，特徴を調べることで物質を区別することができること

を学習してきている。

※出典：京都市立東山泉小中学校「研究報告会」（平成28年10月28日）

（例）
・社会科

導入において写真や動画などを使って，「なぜ」
という問題意識を持たせる資料の提示をする。

・理科
小テスト等を実施し，基本的な知識の定着を図る。

・外国語活動
振り返りの時間をしっかり確保し，次時の授業に
つなげる。

この他にも，「評価について」において評価の根拠を明らかにしたリ，「ご家庭の方へ」において家庭でど

んなことを学んだらよいかについて示したりしているため，児童生徒や保護者にも有効活用されています。


